
同時開催「ぼく・わたしのすきなこと」パネル展　9月14日（土）～16日（月）
【会場】いわて県民情報交流センターアイーナ4階　県民プラザB・C

本作品は岩手県内の視線入力アーティストたちが視線入力アプリEyeMoT（島根大学）で描きました

主催／岩手県医療的ケア児支援センター　後援／岩手県教育委員会
【問合せ先】岩手県医療的ケア児支援センター　小笠原　☎ 019-611-0610　　 shien@icare-iwate.jp

市民公開講座
「ぼく・わたしのすきなこと」

岩手県医療的ケア児支援センター主催

【申込】午前の部・午後の部の半日単位でお申込みいただけます。お申込みはこちらから　→
【締切】令和6年9月5日（木）
※申込締切日に関わらず、定員100名に達した場合は申込を締め切らせていただきます

【講演プログラム】
午前の部　10時～12時30分　支える仕組み（岐阜県と青森県の事例）
「この子」と家族たちが教えてくれたこと～個別支援から地域へ～
　　講師：公益社団法人地域医療振興協会　シティタワー診療所　家族支援専門看護師　市川　百香里　氏

「医ケアでシンカした八戸」
　　講師：NPO法人夢　主任相談支援専門員　清水　博己　氏

午後の部　13時30分～16時　知ってほしい「ぼく・わたしのすきなこと」
ぼくのすきなこと
　　講師：岩手県内の小学校に通うお子さんと保護者様

ともに支える・ともに暮らす（仮題）
　　講師：社会福祉法人岩手ひだまり会　ひだまり水沢☆きらり　管理者　伊藤　恵美　氏

　岩手県内の小学校に通う医療的ケアのある「ぼく」と「お母さん」が日々のくらしのこ
と、だいすきなもの、たくさんのことをお話します。
　知ってほしいのは病気でもない。目に見えるケアのたいへんさでもない。地域でみん
なと楽しく暮らす「ぼく」のこと。

令和6年9月14日（土） 10時～16時
いわて県民情報交流センター
アイーナ804会議室
興味のある方はどなたでも
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対象


